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HDS HiCommand Device Managerデータソース

HDS HiCommandおよびHiCommand Liteデータソースでは、HiCommand Device

Managerサーバがサポートされます。OnCommand Insight は、標準のHiCommand API

を使用してHiCommandデバイスマネージャサーバと通信します。

用語集

OnCommand Insight では、HDS HiCommandおよびHiCommand Liteデータソースから次のインベントリ情報
を取得します。Insightで取得したアセットタイプごとに、このアセットに使用される最も一般的な用語が表示
されます。このデータソースを表示またはトラブルシューティングするときは、次の用語に注意してくださ
い。

ベンダー / モデルの用語 Insightの用語

PDEV ディスク

ジャーナルプール ディスクグループ

ストレージアレイ ストレージ

Port Controller の略 ストレージノード

アレイグループ 'DP プール ストレージプール

論理ユニット、 LDEV ボリューム

これらは一般的な用語のマッピングであり、このデータソースのすべてのケースを表している
とは限りません。

インベントリの要件

• HiCommand Device Manager サーバの IP アドレス

• HiCommand Device Manager ソフトウェアおよびピアの権限に対する読み取り専用のユーザ名とパスワ
ード

• ポート要件： 2001 （ http ）または 2443 （ https ）

• アクセスの検証：

◦ ピアのユーザ名とパスワードを使用してHiCommand Device Managerソフトウェアにログインしま
す。

◦ HiCommand Device Manager APIへのアクセスを確認します。 telnet <HiCommand

Device_Manager_server_ip\> 2001
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パフォーマンス要件

• HDS USP 、 USP V 、および VSP のパフォーマンス

◦ Performance Monitor のライセンスが必要です。

◦ 監視スイッチが有効になっている必要があります。

◦ エクスポートツール (Export.exe）をOnCommand Insight サーバにコピーする必要があります。

◦ エクスポートツールのバージョンとターゲットアレイのマイクロコードのバージョンが一致している
必要があります。

• HDS AMSのパフォーマンス

◦ Performance Monitorのライセンスが必要です。

◦ Storage Navigator Modular 2（SNM2）CLIユーティリティがOnCommand Insight サーバにインストー
ルされている必要があります。

◦ 次のコマンドを使用して、OnCommand Insight でパフォーマンスを取得する必要があるAMS、
WMS、SMSのすべてのストレージアレイを登録する必要があります。

◦ 登録したすべてのアレイがこのコマンドの出力に表示されていることを確認する必要があります。

auunitref.exe。

設定

* フィールド * * 概要 *

HiCommand サーバ HiCommand Device Manager サーバの IP アドレスま
たは完全修飾ドメイン名

ユーザ名 HiCommand Device Manager サーバのユーザ名

パスワード HiCommand Device Manager サーバのパスワード

デバイス - VSP G1000 （ R800 ）、 VSP （ R700

）、 HUS VM （ HM700 ）、および USP ストレージ
VSP G1000 （ R800 ）、 VSP （ R700 ）、 HUS

VM （ HM700 ）、および USP ストレージのデバイ
スリスト。各ストレージには以下が必要です。

• Array’s IP：ストレージのIPアドレス

• User Name：ストレージのユーザ名

• Password：ストレージのパスワード

• Folder Containing Export Utility JAR Files（エク
スポートユーティリティを含むフォルダ）：エク

スポートユーティリティを含むフォルダ .jar フ
ァイル
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SNM2Devices - WMS/SMS/AMS ストレージ WMS / SMS / AMS ストレージのデバイスリスト。各
ストレージには以下が必要です。

• Array’s IP：ストレージのIPアドレス

• Storage Navigator CLI Path：SNM2 CLIパス

• Account Authentication Valid：有効なアカウント
認証を選択する場合に選択します

• User Name：ストレージのユーザ名

• Password：ストレージのパスワード

「 Tuning Manager 」を「 Performance 」に選択し
ます

パフォーマンスに合わせてTuning Managerを選択
し、他のパフォーマンスオプションを上書きします

Tuning Manager Host （ホストのチューニング） Tuning Manager の IP アドレスまたは完全修飾ドメ
イン名

Tuning Manager ポート Tuning Manager に使用するポート

Tuning Manager のユーザ名 Tuning Manager のユーザ名

Tuning Manager パスワード Tuning Managerのパスワード

HDS USP、USP V、およびVSPでは、どのディスクも複数のアレイグループに属することがで
きます。

高度な設定

フィールド 説明

HiCommand Server ポート HiCommand Device Manager に使用するポート

HTTPs が有効です HTTPS を有効にする場合に選択します

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔（デフォルトは 40 分
）

「除外」または「含める」を選択してリストを指定
します

以下のリストにあるアレイをデータの収集時に対象
に含めるか除外するかを指定します

デバイスを除外または含める 対象に含めるか除外するデバイスの ID またはアレイ
名をカンマで区切ったリスト

ホストマネージャを照会します ホストマネージャを照会する場合に選択します
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HTTPタイムアウト（秒） HTTP接続タイムアウト（デフォルトは60秒）

パフォーマンスポーリング間隔（秒） パフォーマンスのポーリング間隔（デフォルトは 300

秒）

エクスポートのタイムアウト（秒） エクスポートユーティリティのタイムアウト（デフ
ォルトは300秒）

Hitachi Ops Center データコレクタ

このデータコレクタは、 Hitachi Ops Center の統合されたアプリケーションスイートを
使用して、複数のストレージデバイスのインベントリとパフォーマンスのデータにアク
セスします。インベントリと容量を検出するには、 Operations Center のインストール
に「 Common Services 」と「 Administrator 」の両方のコンポーネントを含める必要が
あります。パフォーマンス収集では、さらに「 Analyzer 」を導入する必要があります。

用語集

OnCommand Insightはこのデータコレクタから次のインベントリ情報を取得します。取得したアセットのタ
イプごとに、そのアセットに使用される最も一般的な用語が表示されます。このデータコレクタを表示または
トラブルシューティングするときは、次の用語に注意してください。

ベンダー / モデルの用語 OnCommand Insight 期間

ストレージシステム ストレージ

ボリューム ボリューム

パリティグループ ストレージプール（ RAID ）、ディスクグループ

ディスク ディスク

ストレージプール ストレージプール（シン、スナップ）

外部パリティグループ ストレージプール（バックエンド）、ディスクグルー
プ

ポート ストレージノード→コントローラノード→ポートの順
にクリックします

ホストグループ ボリュームのマッピングとマスキング

ボリュームペア ストレージ同期

注：これらは一般的な用語の対応のみを示したものであり、このデータコレクタのすべてのケースを表してい
るわけではありません。

インベントリの要件

インベントリデータを収集するには、次の情報が必要です。

• 「Common Services」コンポーネントをホストするOps CenterサーバのIPアドレスまたはホスト名
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• ルート/ sysadminユーザアカウントとパスワード。Ops Centerコンポーネントをホストするすべてのサー
バに存在します。HDSでは、Ops Center 10.8以降まで、LDAP/SSOユーザによるREST APIサポートは実
装されていませんでした

パフォーマンス要件

パフォーマンスデータを収集するには、次の要件を満たしている必要があります。

• HDS Ops Centerの「Analyzer」モジュールがインストールされている必要があります

• ストレージアレイがOps Centerの「Analyzer」モジュールにデータを供給している必要があります

設定

フィールド 説明

Hitachi Ops Center の IP アドレス 「 Common Services 」コンポーネントをホストする
Ops Center サーバの IP アドレスまたは完全修飾ドメ
イン名

ユーザ名 Ops Center サーバのユーザ名。

パスワード Ops Center サーバのパスワード。

高度な設定

フィールド 説明

接続タイプ デフォルトは HTTPS （ポート 443 ）です

TCP ポートを上書きします デフォルト以外の場合に使用するポートを指定します

インベントリポーリング間隔（分） インベントリのポーリング間隔。デフォルトは 40. で
す。

「除外」または「含める」を選択してリストを指定し
ます

下のリストに表示されたアレイをデータの収集時に対
象に含めるか除外するかを指定します。

デバイスリストをフィルタリングします 対象に含めるか除外するデバイスのシリアル番号をカ
ンマで区切ったリスト

パフォーマンスポーリング間隔（秒） パフォーマンスのポーリング間隔デフォルトは 300.

です。

HDSストレージ

HDSストレージアセットのランディングページに記載されているオブジェクトや参照に
適用される用語。

HDSストレージの用語

HDS ストレージアセットランディングページにあるオブジェクトや参考資料に関連する用語を次に示しま
す。これらの用語の多くは、他のデータコレクタにも適用されます。
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• Name — GetStorageArray XML API呼び出しを介してHDS HiCommand Device Managerの「name」属性
から直接取得されます

• Model - GetStorageArray XML API呼び出しを介してHDS HiCommand Device Managerの「arrayType」属
性から直接取得されます

• ベンダー-- HDS

• Family - GetStorageArray XML API呼び出しを介してHDS HiCommand Device Managerの「arrayFamily」
属性から直接取得されます

• IP --アレイの管理IPアドレスであり’アレイ上のすべてのIPアドレスを網羅したリストではありません

• Raw Capacity（物理容量）--ディスクロールに関係なく、このシステムのすべてのディスクの合計容量を
表す2進数の値。

HITACHI Storage Poolの略

HDSストレージプールのアセットランディングページに記載されているオブジェクトや
参照に適用される用語。

HDSストレージプールの用語

HDS ストレージプールのアセットランディングページにあるオブジェクトや参照に関連する用語を次に示し
ます。これらの用語の多くは、他のデータコレクタにも適用されます。

• タイプ：値は次のいずれかになります。

◦ リザーブ(Reserved)--このプールがデータボリューム以外の目的(ジャーナリング’スナップショットな
ど)専用の場合

◦ Thin Provisioning：HDPプールの場合

◦ RAIDグループ：いくつかの理由により’これらが表示されない可能性があります

OCIでは、容量がどのようなコストであっても二重にカウントされることは避けたいと強く考えてい
るHDS では、通常、ディスクから RAID グループを作成し、それらの RAID グループにプールボリュ
ームを作成し、それらのプールボリュームからプール（多くの場合 HDP を作成しますが、特別な目的
にすることもあります）を構築する必要があります。基盤となるRAIDグループとプールの両方につい
て報告された場合、物理容量の合計がディスクの合計を大幅に超えてしまいます。

OCIのHDS HiCommandデータコレクタは、プールボリュームの容量に応じてRAIDグループのサイズを任
意に縮小します。そのため、OCIでRAIDグループがまったく報告されない場合があります。また、作成さ
れたRAIDグループにはOCI Web UIには表示されず、OCI Data Warehouse（DWH）にも表示されるよう
にフラグが設定されます。これらの決定の目的は、ほとんどのユーザーが気にしないことでUIが乱雑にな
らないようにすることです。HDSアレイに50MBの空き容量があるRAIDグループがある場合、その空き容
量を有意義な結果に使用することはおそらくできません。

• HDS プールは 1 つの特定のノードに関連付けられないため、ノードなし

• Redundancy - プールの RAID レベル。複数の RAID タイプで構成される HDP プールには、複数の値が含
まれる可能性があります

• Capacity % - プールでデータ使用に使用されている割合。プールの使用済み GB と合計論理 GB サイズで
す
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• オーバーコミット容量-「このプールの論理容量は、プールの論理容量をこの割合で超過した論理ボリュー
ムの合計により、この割合でオーバーサブスクライブされています」を示す派生値。

• snapshot - このプールでの Snapshot の使用用にリザーブされている容量が表示されます

HDSストレージノード

HDSストレージノードのアセットランディングページに記載されているオブジェクトや
参照に適用される用語。

HDSストレージノードの用語

HDS ストレージノードのアセットランディングページにあるオブジェクトや参照に関連する用語を次に示し
ます。これらの用語の多くは、他のデータコレクタにも適用されます。

• 名前—モノリシックアレイ上のフロントエンドダイレクタ(FED)またはチャネルアダプタの名前’またはモ
ジュラーアレイ上のコントローラの名前1 つの HDS アレイに 2 つ以上のストレージノードがある

• ボリューム—ボリュームテーブルには、このストレージノードが所有するポートにマッピングされている
ボリュームが表示されます
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